菊川市立総合病院　給食業務委託者選定要項　
1 趣旨
菊川市立総合病院（以下「病院」という。）にて、患者等に提供する食事に係る栄養管理、調理作業、材料管理、施設管理、衛生管理等を行い、安全で安心な食の提供が可能な事業者を公募型プロポーザル方式（企画提案型）により選定する。

2 病院の概要
（1） 所 在 地　　　　　菊川市立総合病院：静岡県菊川市東横地1632

　　　　　　　　　菊川市家庭医療センター：静岡県菊川市赤土1055-1　
（2） 病 床 数　　　　　260床（一般病床202床、精神科病床58床）

（3） 診療科目　　　　　内科、小児科、外科、脳神経外科、整形外科、泌尿器科、産婦人科、

耳鼻咽喉科、皮膚科、精神科、麻酔科、リハビリテーション科

（4） 患 者 数　　　　入院患者数：1日あたり171.8人（平均在院日数20.5日）
外来患者数：1日あたり493.5人※令和２年度実績
　
3 業務の概要
（1） 委託業務名

菊川市立総合病院　給食業務委託
（2） 委託業務の内容

患者等の食事に係る栄養管理、調理作業、材料管理、施設管理、衛生管理等。詳細は「給食業務仕様書」（以下「仕様書」という）によるものとする。

（3） 委託履行場所

菊川市立総合病院（静岡県菊川市東横地　地内）

（4） 履行期間

令和４年４月１日～令和７年３月31日
4 選定スケジュール

（1） 参加申込期間　　　　　　　令和３年　８月３０日（月）～令和３年　９月６日（月）
（2） 現地調査日　　　　　　　　令和３年　８月３０日（月）～令和３年　９月６日（月）
　※現地調査を希望する業者は、様式第８号にて申し込みの上、日程調整後実施する

（3） 質疑受付期限　　　　　　　令和３年　９月　６日（月）
（4） 質疑回答期間　　　　　　　令和３年　９月１６日（木）
（5） 企画提案書等受付期間　　　令和３年　９月１７日（金）～令和３年１０月５日（火）
（6） 企画提案会　　　　　　　　令和３年１０月１８日（月）
（7） 審査結果通知　　　　　　　令和３年１０月下旬通知予定
5 参加資格要件

　以下の条件をすべて満たすこと
（1） 地方自治法施行令（昭和22年政令第16号）第167条の４の規定に該当しない者であること。
（2） 会社更生法（平成14年法律第154号）に基づき更生手続開始の申立てがなされている者又は民事再生法（平成11年法律第225号）に基づく再生手続開始の申立てがなされている者でないこと。
（3） 法人税、消費税、地方消費税及び菊川市の市税を完納し、滞納がないこと。
（4） 企画提案会実施日に、菊川市の指名停止基準に基づく指名停止の措置を受けていないこと。
（5） 菊川市暴力団排除条例（平成24年６月28日条例第25号）第２条第1項第１号から第３号までに規定する「暴力団」、「暴力団員」、「暴力団員等」に該当する者や反社会的または公共の安全や福祉を脅かすおそれのある団体等に属する者でないこと。
（6） 仕様書に定める業務を的確に遂行するために必要な知識、技能、経験、資力を有すること。
（7） 財団法人医療関連サービスマーク振興会による「患者給食」に関する医療関連サービスマークの認定を受けており、医療法施行規則（昭和23年厚生省令第50号）第９条の10に定める基準に適合することを証明できる者であること。
（8） 申請時点において、県内で過去５年以内(平成28年度以降)に一般病床250床以上の国、独立行政法人国立病院機構、国立大学法人、都道府県若しくは市町村が設置する病院又は公的病院（医療法第31条に規定する厚生労働大臣が定めるものの開設する病院）の患者給食業務を受託し、かつ、令和４年３月末時点において３年以上継続して履行した実績を有していること（令和３年度契約中の受託業務についてはその契約期間を記載すること）。
（9） 社団法人日本メディカル給食協会の会員である者又は受託業務の遂行が困難となった場合の代行保証が確認できる者であること。
（10） 静岡県内に本社、支店、営業所等のいずれかの拠点を有していること。
（11） 仕様書の趣旨を理解し、業務の実施に強い意欲があること。
（12） コンプライアンス（法令順守、プライバシー（個人情報）保護、情報セキュリティーの取り組み）が徹底していること。

6 申込手続き

（1） 参加申込書類の提出

　　ア　参加申込提出書類は次のとおりとし、提出部数は各１部とする。

1 参加申込書（様式第１号）※１

2 提出書類確認票（様式第２号）

3 誓約書（様式第３号）

4 履行確約書（様式第４号）

5 会社のパンフレット等

6 財団法人医療関連サービスマーク振興会による「院内給食」に関する医療関連サービスマークの認定書の写し、証明する書類の写し
7 上記５-(8)の受託実績を証する契約書（任意の一契約）又は事業実績を証明する書類の写し

8 上記５-(9)を証明する書類の写し

9 法人登記簿謄本又は履歴事項全部証明書（コピー可）※２

10 納税証明書（未納額がないことがわかる証明書）（コピー可）※２
　　ｱ)　法人税（個人事業者にあっては所得税）

　　ｲ)　消費税及び地方消費税
　　ｳ)　菊川市に本社、支店、営業所等がある場合には菊川市発行の市税（徴収猶予又は非課税の扱いを受けている者を除く）

ｱ)及びｲ)の納税証明書は「３の３（個人事業者にあっては３の２）」で提出すること。

ｳ)に該当する場合は完納証明書（様式第５号）を提出すること。
イ　提出期間

　　　　令和３年８月３０日（月）から令和３年９月６日（月）まで

　　　　ただし、土曜日、日曜日及び国民の祝日に関する法律に規定する休日を除く午前９時から午後５時までとする。

　　ウ　提出方法

持参又は郵送（郵送の場合は、配達証明付き書留郵便とし、提出期限までの必着とする）により病院総務課へ提出すること。

※１　参加申込書類の提出にあたっては①から⑩の順でフラットファイル等に綴じて提出すること。フラットファイルの表紙及び背表紙には業者名を記載すること。また、参加申込書提出の際、担当者の連絡先を明記したメールを病院総務課に送信するとともに、担当者の名刺を提出すること。

※２　法人登記簿謄本又は履歴事項全部証明書及び納税証明書は提出日の３か月以内に発行されたものとする。

（2） 企画提案書類の提出

　　ア　企画提案書類は次のとおりとし、正本１部、副本８部を提出すること。
1 企画提案書の提出書（提案様式第１号）

2 企画提案書等提出書類確認表（提案様式２号）

3 企画提案書表紙（提案様式第３号）

4 業務に係る提案書（提案様式第４号～第９号）

イ　提出期間

　　　　令和３年９月１７日（金）から令和３年１０月５日（火）まで

　　　　ただし、土曜日、日曜日及び国民の祝日に関する法律に規定する休日を除く午前９時から午後５時までとする。

　　ウ　提出方法

持参又は郵送（郵送の場合は、配達証明付き書留郵便とし、提出期限までの必着とする）により病院総務課へ提出すること。

企画提案書類の提出にあたっては①から④の順でフラットファイル等に綴じて提出すること。フラットファイルの表紙及び背表紙には業者名を記載すること。
また、④業務に係る提案書の総ページ数は、添付資料も含め50ページ以内とし、印刷は両面印刷とすること。その他にも、追加資料の提出を依頼する場合がある。

（3） 質疑の受付及び回答

質疑は、質問票（様式第７号）により電子メールにて受け付ける。

ア　受付期間
　　　　令和３年８月３０日（月）から令和３年９月６日（月）まで。

ただし、審査に支障をきたす質問及び事業実施に必要がないと判断される質問は、受け付けない。

イ　質問に対する回答方法
令和３年９月１６日（木）までに、質問事業者を伏せて菊川市立総合病院ホームページにて公開する。
（4） 現地調査
　希望する事業者のみ実施する。対象期間令和３年８月３０日(月)から令和３年９月６日(月)の内、希望日の３日前の午前中までに様式第８号にて申し込むこと。様式第８号の提出方法についてはメール、郵送等手段は問わない。
調査時間は、対象期間中の正午～14時00分までの２時間とする。

　(5)　 現場説明会

　　　　仕様書及び現地調査・質問票による質疑・回答により現場説明会は実施しない。
7 審査及び選定方法

（1） 審査委員会及び選定方法

選定にあたっては、企画提案書及び企画提案会の内容を踏まえ、「菊川市立総合病院委託業務選定委員会」による審査を行う。

審査の結果、最も優れた提案を行った者及び次点者を特定し、最終決定は管理者が行う。

（2） 企画提案会
次のとおり企画提案会にてヒアリングを実施する。

1  日時　　　　　 令和３年１０月１８日（木）午後２時００分
2  場所　　　　　 菊川市立総合病院内　会議室
3  提案資料　　　 説明は、企画提案書およびパワーポイント資料（企画提案書の内容のみ）

を使用することができる。ただし、パワーポイント資料は配布できない。
（プロジェクター、スクリーン及び電源を病院側が提供するので、パソコン等を使用する場合は各自持参すること）
8 審査基準等

　　次の評価項目により審査する。
	１．企業評価　

	
	項目
	審査内容

	1-1
	財政基盤
	・財政状況は良好か。


	1-2
	業務受託実績
	・他病院での実績は優れているか。



	1-3
	運営の基本的な考え方
	・患者給食業務を実施することで、患者サービスの向上と病気治療のサポートを図ろうとする強い熱意があるか。

	２．業務実施体制　

	
	項目
	審査内容

	2-1
	業務従事者の確保及び配置計画
	・受託責任者の資格・経験は適切か。

・業務の実施のために十分な人員体制がとられているか。

	2-2
	給食業務の運用方法と体制
	・業務実施方法は妥当であるか。
・業務実施方法は基本方針と整合性がとれているか。

・業務を効果的かつ適切に実施する方法を提案しているか。

※下記の３項目については必ず記載すること。
①調理（特別食、行事食、ソフト食の工夫）、②発注、材料の管理、
③配膳・下膳・食器洗浄

	2-3


	食材確保体制
	・食材の調達及び取引先業者の選定の考え方は、地産地消、地元調達等に配慮されているか。
・搬入・検収・保管管理体制（納品業者への指導も含む）が整っているか。
・二次感染の防止方法（自社チェック体制、第三者チェック体制、マニュアルの整備等）は確立されているか。

	2-4


	衛生管理体制
	・業務仕様書の内容を反映しているか。

・従業員の健康管理の実施、健康管理チェック体制があるか。また、体調不良従業員の管理を適切に行っているか。

・効率的かつ効果的な衛生管理方法を提案しているか。

※衛生管理方針及び厨房の清掃方針については必ず記載すること。

	2-5
	管理体制
	・現場の従業員と本社の連絡体制は十分か。

・現場だけでなく、企業全体で業務を実施、管理できる体制が整っているか。

・要望や苦情に対し、迅速、柔軟かつ的確に対応できるか。

※指導助言者の配置と職種名については必ず記載すること。

	2-6
	教育・研修体制
	・職員の能力把握が出来ているか。

・接遇研修の実施など、技能向上への取り組みは適切か。

・社内・外の従業員教育訓練研修の実施計画は整っているか。

	2-7
	緊急時の対応
	・非常事態（災害・食中毒等）の発生時や、工事等で厨房が使えなくなった際の管理、バックアップ体制があるか。
・緊急災害時の連絡体制やマニュアルの整備は整っているか。

・災害時に物的及び人的サポートが可能か。

	３．受託準備体制

	
	項目
	審査内容

	3-1
	受託準備体制
	・業務仕様書で求められる内容を実現する準備計画、体制が考慮されているか。

・令和４年４月１日から円滑に業務運営を遂行できる引継体制やスケジュールが整っているか。

・管理栄養士をはじめ病院職員と円滑なコミュニケーションをとった上で準備作業を進めることが可能か。

	４．その他アピールポイント  

	
	項目
	審査内容

	4-1
	アピールポイント
	・医療の質、患者満足度の向上に貢献できるか。


	５．概算見積り（具体的内容）　

	
	項目
	審査内容

	5-1
	概算見積り

（具体的内容）
	・受託金額は妥当であるか。


9 審査結果の通知等

（1） 通知方法
企画提案書を提出したすべての提案者に対し文書により審査結果を通知する。
（2） 異議申し立て

審査結果に対する異議申し立ては、一切受け付けない。
（3） 次の事由に該当する場合は失格とし、審査の対象としない。

ア　提出期限内に提出されない場合

イ　提出書類に不備がある場合
ウ　提出書類に虚偽の記載がある場合
エ　提出書類の内容が応募要件に合致しない場合
オ　企画提案会に出席しない場合（ただし、災害等やむをえない理由により出席できない場合は、この限りではない）

10 契約の締結
（1） 契約内容は仕様書及び提案書に基づいて決定するが、仕様書に変更が生じる可能性があることから、受託者は病院と協議のうえ、柔軟に対応すること。

（2） 契約金額は、菊川市立総合病院事業会計予算の範囲内で行うものとする。
11 その他

（1） 提出された応募書類の変更はできないものとする。ただし、誤字、脱字等軽微な修正はこの限りでない。
（2） 選定された提案書等の内容は契約時の仕様として採用する。ただし両者協議合意の上、提案内容の追加・変更・削除ができるものとする。
（3） 提案書の提出後、その内容について不明点等があった場合は、本院から質問する場合がある
（4） 辞退書を提出しても、これを理由として今後不利益な取り扱いをすることはない。
（5） 契約が正式に締結されるまでの期間、応募資格要件に掲げる事項のいずれかを満たさなくなった場合は失格とする。
（6） 提出された提案書は、理由を問わず返却しない。ただし当該企画提案に係る著作権は提案者に帰属するため、提出された企画提案書及びアイデア等を提案者に無断で使用することはない。
（7） 提出書類は、菊川市情報公開条例の手続きにより公開請求の対象となる。

（8） 本企画提案評価への参加に係る一切の費用（企画提案書の作成費用を含む）については、提案者の負担とする。

（9） 業務の契約に至るまでの間、当院又はその関係者に対して、公正な執行を妨げるような行為が明らかになった場合は、その行為に関係する事業者を失格とすることがある。
（10） 新型コロナウイルス感染症対策として、企画提案会、現地調査など来院する際には、事前に検温を行い、３７度５分未満であることを確認する事。体温チェックシートを記入し、提出すること。
12 問い合わせ先及び提出先


菊川市立総合病院　

〒439-0022　静岡県菊川市東横地1632
電話 　0537-35-2130（直通）

FAX　　0537-35-4484
電子メール　info@kikugawa-hosp.jp

担当者　　総務課総務係　水野
6

